
　　　　

R7 年 3 月 31 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等
季節のイベント（ひなまつり、お花見、こどもの日、七夕、水族館、運動会、ハロウィン、クリスマスケーキ作り、年末カレーパーティー等）、プール（夏季）、戸外活動、

製作、避難訓練等

家族支援

お子さまの発達状況や特性の理解、兄弟間、家族間の相談援助

定期的なペアレント講座や座談会(今後予定)

家族に対して支援場面を通じた観察、参加、相談援助の機会の提供

イベント：運動会、水族館（作品展）

移行支援
将来的な移行を見据えた情報提供、移行先への情報提供や連携を行い

ます

地域支援・地域連携 お子さまに関わる関係者、関係機関と定期報告や会議開催等で連携します 職員の質の向上
コーチの支援の定期評価、支援や義務化の研修実施、事業所ミーティ

ング、愛コーチング強化、１on１、外部研修等

支　援　内　容

本

人

支

援

健康管理や時間の使い方を学ぶ

買い物、時間管理、料理体験

体力を維持し、リフレッシュする方法を学ぶ

ランニング、ダンス、ストレッチ

課題解決や計画的に行動する力を育む

プロジェクト活動、ディスカッション

相手に伝わる話し方を学ぶ

発表練習、スピーチ、SNSマナー

対人関係を円滑にし、社会参加を促す

ロールプレイ、職場体験、ボランティア活動

法人（事業所）理念

mission　できたを愛し価値を育む

vision　 誰もが主人公で明るい未来を

value　　かわいいが可能性を信じる　かわいいの定義：目標がある　素直である　尊敬できる人がいる

支援方針

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 Ria Kids Coa 支援プログラム（参考様式） 作成日

放課後等デイサービス：⼩学校⾼学年〜⾼校⽣

⽅針：「社会で⽣きる⼒を育て、⾃⽴をサポート」
⽬標：⾃⼰理解を深め、「⾃分らしく⽣きる⼒」を⾝につける

⽀援のポイント
☆愛コーチング
1. ⾃⼰理解と感情調整をサポート → 「⾃分の得意・苦⼿」を知る
2. 社会性・協調性を楽しく学ぶ → ルールのある活動で対⼈スキルを伸ばす
3. 実⽣活につながる経験を増やす → お⾦の管理、スケジュール管理など
4. ⾃分で考え、選ぶ⼒を育てる → 「何が必要？」を考える習慣づくり
5. やりたくないことにも挑戦できる環境づくり → コーチングで「やってみよう！」を引き出す

⽀援プログラム例
• にんじゃTime（集団）：ディスカッション、プレゼン練習、グループ活動
• もくもくTime（個別）：⽬標設定、⾃⽴トレーニング（買い物・料理など）

児童発達⽀援

⽅針：「安⼼できる環境で、遊びながら⼟台を育てる」
⽬標：「楽しい！」「できた！」の経験を重ね、発達の基礎をつくる

⽀援のポイント
☆愛コーチング
1. 安⼼感・愛着形成を最優先 → 「ここなら⼤丈夫！」と思える環境づくり
2. 遊びの中で発達を促す → 感覚統合・運動・⾔語を楽しく学ぶ
3. ⼩さな「できた！」を積み重ねる → ⾃⼰肯定感を育む
4. スキンシップや感覚遊びで⼼と体を育てる
5. 「ワクワク」する環境で好奇⼼を伸ばす

⽀援プログラム例
• にんじゃTime（集団）：リズム遊び、追いかけっこ、歌あそび
• もくもくTime（個別）：絵本の読み聞かせ、指先トレーニング


